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石丸哲也 上原　圭 太田啓明 坂井義治 柴崎　晋 竹内裕也
辻仲眞康 仲田興平 成田伸太郎 長谷川傑 伴　大輔 藤森　賢

　2021年 1月から編集委員を拝命いたしました，自治医科大学附属さいたま医療センターの辻仲眞康と
申します．わが国を代表する領域横断的かつ先駆的な日本内視鏡外科学会の編集委員会のメンバーに加え
ていただいたことは，身に余る光栄です．しかし，同時に本学会を支える和文誌の査読編集を行うという
ことに責務の重大さを認識しております．隔月に開催される本誌編集会議（web方式）では，自身の専
門領域の諸先輩方や他領域の先生方を交えて討論が行われます．その場では，今まで自分が考えもしな
かった切り口や視点に基づく活発な議論が展開されており，投稿された論文の評価を行うことにとどまら
ず自身の思考が研ぎ澄まされていくことを実感しています．
　本号は，8編の症例報告を掲載しております．稀な疾患や困難症例に対して創意工夫に富むアプローチ
で腹腔鏡下手術を行った報告，治療関連合併症や複雑な病態に対して腹腔鏡下で修復した報告，およびロ
ボット支援下手術後早期に発生した合併症の報告など，いずれも臨床的に有用性が高く日常診療に直結し
た内容となっています．ぜひ一読していただきたく存じます．
　今回は，残念ながら原著論文の掲載がございません．近年，原著論文は和文誌よりも英文誌に投稿され
る傾向があることは充分に理解されます．しかし，以前に渡邊前理事長が「自国語で科学論文を書ける国
は限られており，誇るべき文化である」と本記事に書いておられましたように，自国語で書かれた論文を
通じて最新の技術や知見を瞬時に共有できることに，和文誌の大きなメリットがあると存じます．特に，
本学会総会等における優れた発表をはじめ，新規性や重要性のある研究は，客観性を持たせた説明を加え
たうえでぜひ原著論文として投稿していただきたく思います．もちろん，独創性や教育的価値に富む症例
報告に関しても，積極的な投稿をお待ち申し上げております．
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第 26 巻 6 号
—掲載予定論文—

●原著
ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘術後に発症した鼠径ヘルニアに対する TEP 法の手術短期成績の検討 
� 當寺ヶ盛 学・他　大分大学医学部消化器・小児外科学講座

●症例報告
幽門下領域に異所性膵を併存した胃癌に対して腹腔鏡下幽門側胃切除を施行した 2 例  
� 武居友子・他　立川病院外科

術後心タンポナーデをきたした食道癌の 1 例 � 熊谷健太郎・他　帯広厚生病院外科
帝王切開瘢痕部妊娠に対して腹腔鏡下手術後に生児を得た 1 例─腹腔鏡下手術の有用性と工夫  
� 水戸裕二朗・他　済生会横浜市東部病院外科

腹腔鏡下で直接縫合とメッシュを併用し修復した肝切除後成人横隔膜ヘルニアの 1 例  
� 小池侑紀仁・他　紀南病院外科

左腸骨窩腎移植後の反復性 S 状結腸憩室出血に対して IMV first アプローチが有効であった 
腹腔鏡下 S 状結腸切除術の 1 例 � 小佐々貴博・他　市立八幡浜総合病院外科

その他

誌面の都合により変更がある場合があります．あらかじめご諒承ください．
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